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伊藤たてお代表
ＪＰＡ総会で方針を述べる
(本県から村木義一会長出席)

（１）

すべての国民が安心できる医療と福祉の社会をめざして

　　

すべての国民が安心できる医療と福祉の社会の実現が､難病や長期慢性疾患の患者も安心して暮らせる社会であり、

難病や長期慢性疾患の患者･家族の困難と苦しみが解決される社会こそが､すべての国民も安心して暮らせる社会なのです。

夢難病の原因究明・治療法の確立を!

　

～JPAは､難病の原因を究明し､治療法を研究する

　　

国の難治性疾患克服研究事業の対象疾患の拡大

　　

を要望しています、

夢医療韻担の軽減剖

～ＪＰＡは､生涯にわたって治療を必要とする難病

　

や長期慢性疾患､小児慢性疾患の医療に関わる経

　

済的な負担の軽減を要望しています、

夢新たな難病対策を提案しま劃

～ＪＰＡは、自らの｢新たな難病対策･特定疾患対策

　

の提案｣を国民や政府､国会などに働きかけ､その

　

実現をめざします、

夢総合的な難病対策の実現を!

～ＪＰＡは、医療･福祉･年金･介護･教育･就労･リハ

　

ビリ･移動支援･医学教育など､総合的な難病対策

　

の確立をめざして運動をしています、
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2009.10.24

瓦所川原市才ルテンシア

西北申央病院の浦田幸

朋医師による詐病患者

の実情についこの満満

　

当日は天気に恵まれ、私は駐重場係を務めさせていただきました

　

さわやか会や五所川原保健所の方々も応援していただき弓ヨのトラブル、事故もな＜無事終わりま

した

　

途中から西北中央病院の浦田幸朋先生のリウマチ病についでのお話を聞くことができました

　

先

生は３年近く前に、県内で最も医師が不足しでいる西北五に弘大からわさわさおいでいただき、リ

ウマチ科も創設していただき地元にとっで本当に貫重な存在です、

　

次に、日本オストミー協会の佐藤明Ｉ様のお話からオストミー（人工肛門など）の方々の大変さ

を具体的に初めて知り、災害時には県内の患者さんたちかすばやく協刀できる体制つくりに日夜ご

a;闘されているとのことで大変感心しました、私たち、てんかん患者の親としても他人事ではなく、

イザ災害時にどう対応するのか、息子に毎回３回服薬させている抗てんかん薬の確保という課題を

真剣に考え、実践したいと思います｡

　

最後に、筋ジストロフィーと闘いながら元気に歌唱された木田俊之さん本当にすばらしい歌声、

そしてユーモアもあり、様々な人生の味を感じさせていたたいたすはらしいライブシュヨーでした

私たちも負けてはいられない、一人一人できる範囲でかんばってみよう！と改めで決意した次第で

す

　

最後に県難病連及び県難病相談センターの事務局の方々、準備から後始末まで、本当にお疲れさ

までした

　

ありかとうございました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（社）日本てんかん協会青森県支部会員菅原寛太
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1虚J

■　闇．＿男
災害対策について講演される
オストミー協会　佐藤明正氏

祝辞を述べられる
五所川原市長　平山誠敏様

こ挨拶される
五所川原保健所次長　熊谷崇子様

難病とは、原因が不明で治療方法が確立していない病気です。
そのため、患者さんやご家族の方々は、精神的にも経済的にも
大きな負担となっています。

青森県難病相談・支援センターはこんな活動をしています

貰頂掴酎索…と　　　の開催

還蒜。愕劉添削冨喜≡蓋≡写蓋：
．ます。　　　　　　　　　　書：芳害雲等更控を：
ヽ＿＿＿＿＿＿＿＿li＿＿＿＿＿＿＿＿Ii＿．日．＿＿＿＿＿lヽ＿＿＿＿＿＿● ＿lg
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50年に及ぶ青森県原爆被害者の会活動

被爆64年「原爆と人間展」
805名が来場

被爆者の会i二椎の「原爆と人開展」が、ノ再三も8日
6【ト81欄森駅前アウガ5隅で開催されました
描催中は、テレビ・新聞を見て、ねぶたのついで、
旅行の途中と、いろいろなノブが来場して卜きり、来場

音は3日間で805名にのぼりましたノ　また会場募金も
500631甘寄せられ、来場された皆さんがこの間僻を支

えてくだきり、深く展示を一受けlLめて頂いたことが推

察されます。
リ．‡内各地から会日の〟も何人も会場を．訪れてくれま
したが、特に日収会長・義之さん・日中さんは311毎
日語りべとして会場に詰めて人活躍でした　人変お疲
れになったことと思います。また、今年も搬入・搬川・
一受付を支援者11号1に手伝ってもらい、スムーズに行う

ことがJtl来ました。毎年参加してくださるボランティ

アも併様のおけげで開催にこぎつけています′
／「年も開催できたことに深く感謝IllL卜げます

寄せられた感想 ．．了 ・ヾ．

○今の平和の世の中があるのは、苦しい時代を生きた人達がいるからなんだよ。という

ことを知ってほしくて、小学2年生の娘と来ました。少しでも何かを感じてくれたら

と思います。（30歳・女）

○たった一つに爆弾が、多くの人々の命を奪い、未だに多くの人々を苦しめているのは

確かだと思います。今回、青森県にも被爆者がいるということを聞いて驚きました。

（後略）（25歳・男）

○写真を見てとてもこわかったです。もう二度とせんそうがおこってもらいたくないで

す。（9歳・女）

○パネルや映像を見た時、涙が出るくらい胸が痛くなりました。何も悪くない人々が犠

牲にならなければいけないなんて、ひどすぎます。後遺症に脅かされる生活は、とて

も苦だと思います。日本は、唯一の被爆国として、この原爆の事実を伝えていかなけ

ればならないと思いました。私は戦争を体験していません。でも、原爆のひどさ、平

和の大切さを伝えることはできます。自分の子どもが生まれた時に、平和の大切さ、

自分達が毎日安心して生活していることがどれだけ幸せなのかを伝えていきたいと思

います。「被爆64年原爆と人間展」のおかげで、平和について深く考えることがで

きました。本当にありがとうございました。（15歳・女）
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青森県原爆被害者の会
(略称青森ひばの会)
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1945年８月６日広島・９日長崎で

の被爆者は、現在全国に２６万人余です、青森県

内には91人が暮らしています、県内在住の被爆

者は、戦争末期に徴兵や徴用されて広島・長崎へ

の原爆攻撃に遭遇。兵士として20歳前後の年頃

で救援活動で被爆した人たち、また広島・長崎に

FIらしていて、その後県内に移り住んでいる人た

ちです。

　

年次総会や県人被爆者追悼平和祈念式を開催、

また学校・地域での「原爆と人間」巡回展や被爆

体験を語り継ぐ活動を続けています。被爆から6

4年経っても、破壊された町並みや大勢の死者の

姿は脳裏に焼きつき、未だに鮮烈な記憶として忘

れることはできません。私たち被爆者は、二度と

戦争がないように核兵器が便われないように核兵

器廃絶を強く願っています。

　

（県内全市町村図書館へ、青森県の被爆者～50

年後に語られた広島・長崎の６２人の証言丿本を

寄贈、貸出。機会がありましたらぜひ一読してく

ださい。）
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お互いの活動を交流し、学びあい、築きあって患者のための患者会づくりを

･1ヽ

患者会活動交流のペーΞj
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１１．□

　

みさわ・もみじ会医療相談･患者交流会

　　　　

12.9

　

青森パーキンソン病友の会役員反省会
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竜成21年度′

瑠養成酬至‥

第1回

7月11日（士）

青森市・岩木憩の家

「重度心身障害者（児）の

理解と支援について」

青森病院主任児童事旨導員

工藤重華氏

第2回

9月26日（土）

県民福祉プラザ

「潰瘍性大腸炎クローン病

患者の実情とその支援につ

いて」

福士胃腸科循環器医院

院長福士道夫先生

青森県難病相談・支援センター
青森県難病連団体等連結協議会

〒038－1331

青森県青森市浪岡大字女鹿沢字平野155「社団法人岩木憩の家」内
TEL・FAXO172－62－5514　E－mail：aOmOrLnanbyou＠za．wakwak．com
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1㌧聴1臨

アステラス製薬は
“患者会支援活動’’に取り組んでいます。

患者会活動を側面から、幅広くお手伝いするため、

2006年4月より社会貢献活動として取り組んでいます。

・公募制活動資金助成

・ピアサポーター養成研修など

アステラス　患者会支援

アステラス製薬株式会社

総務部CSR室　東京都中央区日本橋本町2－3－11

電話番号03－3244－5110
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